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国
際
障
害
者
年
に
入
い
り

生
活
や
社
会
生
活
を
完
全
に
、
ま
た
部
分

的
に
行
え
な
い
人
を
い
い
ま
す
。

現
在
、
国
連
の
こ
の
呼
び
か
け
に
応
じ
、

全
世
界
の
各
地
で
万
国
際
障
害
者
年
五
つ

の
目
的
。
に
も
と
づ
き
、
各
種
の
啓
発
活

動
や
障
害
者
福
祉
対
策
等
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

当
町
で
も
そ
の
一
環
の
行
事
と
し
て
、

去
る
十
一
月
十
四
日
仰
に
国
際
障
害
者
年

.
大
洗
町
記
念
の
集
い
を
大
貫
小
学
校
体

育
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
町
と
町
社
会
福
祉
協
議
会
が

共
催
し
、
町
身
体
障
害
者
団
体
連
絡
協
議

会
の
協
賛
を
得
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
す
。

今
年
か
ら
、

キ
ア
し
れ
~
。

こ
れ
は
、
国
連
が
九
八
一
年
を
初
年

次
と
し
て
向
う
十
ヶ
年
を
「
国
際
障
害
者

年
」
と
し
て
決
議
し
、
「
完
全
参
加
と
平

等
」
を
テ
!
マ
に
、
障
害
を
も
っ
人
へ
の

正
し
い
理
解
と
福
祉
の
向
上
を
世
界
に
呼

び
か
け
た
も
の
で
す
。

わ
が
閣
で
は
、
約
三
五

O
万
人
以
上
の

人
が
心
身
に
障
害
を
も
っ
て
い
る
と
推
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

障
害
者
と
は
、
病
気
あ
る
い
は
事
故
な

ど
の
た
め
に
身
体
的
・
精
神
的
な
機
能
が

援
な
わ
れ
、
自
分
自
身
で
は
通
常
の
個
人

五

O
人
の
人
々
が
参
加
し
た
こ
の
η
集

い
々
は
第
一
部
・
「
講
演
」
と
っ
町
長
を

囲
ん
で
の
懇
談
会
へ
第
二
部
・
映
画
「
典

子
は
、
今
」
の
上
映
、
と
、
内
容
も
充
実

し
た
も
の
で
し
た
。

重
症
心
身
障
害
者
通
園
施
設
H
あ
け
ぼ

の
学
園
長
・
成
問
啓
五
先
生
の

H

睦
害
者

の
社
会
的
自
立
に
思
、
7
0

と
い
う
講
演
で

は
、
身
障
者
対
策
の
問
題
に
ふ
れ
、
予
算

を
さ
き
身
障
者
用
施
設
を
「
身
障
者
の
た

め
に
L

整
備
す
る
だ
け
で
は
こ
の
間
題
は

解
決
さ
れ
な
い
、
一
般
社
会
人
と
ま
っ
た

く
間
じ
立
場
で
「
障
害
者
と
共
に
」
と
い

う
仲
間
意
識
の
も
と
に
、
身
障
者
の
足
ら

な
い
部
分
に
は
一
寸
手
を
貸
し
補
な
う
と

い
う
思
い
や
り
の
心
が
自
然
の
行
為
と
し

て
表
わ
れ
る
社
会
に
な
っ
て
は
じ
め
て
解

決
さ
れ
る
問
題
で
あ
る
。
と
、
話
さ
れ
ま

し
た
が
、
毎
日
を
重
症
心
身
障
害
児
と
と

も
に
し
、
ま
た
、
ご
自
身
障
害
を
お
も
ち

の
先
生
の
話
し
だ
け
に
聴
衆
に
大
き
な
感

銘
を
与
え
ま
し
た
。

ま
た
、
町
長
を
囲
む
懇
談
会
で
は
活
発

な
意
見
交
換
が
行
な
わ
れ
、
い
く
つ
か
の

要
望
も
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
町
長
か
ら
は

誠
意
の
あ
る
回
答
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
は
皆
さ
ん
で
映
画
を
観
賞
し
、
誠

に
有
意
義
な
か
記
念
の
集
い
H

と
な
り
ま

し
た
。

障害をもっ人が

経消社会や政治

4活動に参加し貢

献する権利のあ

ることをー殺の

人に理解させる。

i翠害の発生を

予IWし、障筈をも

5つ人の 1)ハピリ
テーション(社

会復帰)をすす

める。

国際揮害者年器つの罷的
E量逮は「慰違罪事害者年」にあ

たって“完全参加と平等"を実

現するために、次のような 5
つの目的を立てています。

¥ 一一色←

際千三をもっ人が

1 討会に適応でき

るようt&D:IJする。 ド草書をもっ人が

公共の建物や交

3通機関を利用し
やすくするよう

調夜、研究をす

る。

も

号島

人権週間
12月4自-10日

溢
か
い
予
を
さ
し
の
べ
よ
う

手
足
の
不
自
由
な
子
供
|
|
肢
体
不
自
由
児
と
は
、
病
気
が
際
因
で
手
足
や

背
骨
の
機
能
に
障
害
の
み
ら
れ
る
子
供
た
ち
で
す

υ

原
田
と
し
て
は
、
脳
性
マ
ヒ
、
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
、
ベ
ル
テ
ス
病
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、
な
か
で
も
脳
性
マ
ヒ
に
よ
る
も
の
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。脳

性
マ
ヒ
は
、
脳
の
一
部
に
損
傷
が
あ
る
た
め
、
手
や
足
が
不
自
由
に
な
る

病
気
で
、
重
い
と
き
は
視
力
や
知
能
の
抵
で
な
ど
、
ニ
重
、
一
一
一
首
一
一
の
障
害
を
伴

い
ま
す
。

傷
も
な
い
の
に
手
や
足
が
不
自
由
で
あ
る
と
か
、
知
能
が
発
達
し
な
い
な
ど

の
状
態
を
、
「
先
天
的
な
も
の
だ
」
と
い
う
人
も
い
る
よ
う
で
す
が
、
脳
性
マ

ヒ
は
、
妊
娠
中
や
出
産
前
後
の
病
気
や
事
故
に
よ
っ
て
起
こ
る
も
の
な
の
で
す
。

た
と
え
ば
、
妊
娠
中
の
お
母
さ
ん
が
「
妊
娠
中
毒
疲
」
や
「
風
し
ん
」
に
か

か
っ
た
り
、
ト
キ
ソ
プ
ラ
ズ
マ
と
い
う
寄
生
虫
に
感
染
し
て
、
脳
に
障
害
の
あ

る
子
供
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
難
産
の
た
め
赤
ち
ゃ
ん
が
酸

素
不
足
に
な
っ
て
脳
に
損
傷
を
受
け
る

ほ
か
、
お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
の
血
液

型
不
適
合
で
黄
痘
に
か
か
っ
た
場
合
に

も
起
ヲ
」
り
ま
す
。

脳
性
マ
ヒ
な
ど
、
大
脳
に
障
害
を
持

っ
た
人
々
は
、
そ
れ
自
体
を
根
本
的
に

治
す
と
い
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
不
自
由
な
手
足
を
動
か
し
、
適

切
な
訓
練
を
す
る
こ
と
で
手
や
足
に

ぷ
叩
令
α

を
伝
え
る
加
の
ル

i
ト
か
生

じ
て
く
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

別
の
ル
l
ト
を
探
し
た
り
、
機
能
の
回

復
を
図
る
た
め
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
!
シ
ー

ン
な
ど
の
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
障
害
に
、
早
期
発
見
、
早

期
治
療
が
効
果
的
で
あ
る
の
は
、
い
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
訓
練
を
行
う

専
門
職
員
は
、
ま
だ
ま
だ
不
足
し
て
い

ま
す
。こ

と
し
は
「
国
際
障
害
者
年
」
。
ま
た

十
一
月
十
日
か
ら
十
二
月
十

aま
で
は

「
手
足
の
不
自
由
な
子
ど
も
を
育
て
る

運
動
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
障
害
に
対
す

る
理
解
を
深
め
、
で
き
る
限
り
の
協
力

を
す
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
す
。

障
害
を
持
つ
こ
と
は
、
決
し
て
他
人

事
で
は
な
く
、
わ
た
し
た
ち
の
だ
れ
も

が
障
害
者
の
立
場
に
な
る
可
能
性
を
持

っ
て
い
る
i
ー
と
い
っ
て
も
一
言
い
す
ぎ

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
障
害
者
問
題
を
身

近
な
問
題
と
し
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

'刀

互いに相手の立場者替えて

聾かな人間関揺をつくろう
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大洗町芸術文化祭

と

大洗町蕗ヱ産業祭

秋
恒
例
の
町
民
行
事
、
大
洗
町
芸
術

文
化
祭
と
大
洗
町
商
工
産
業
祭
が
今
年

も
口
汚
3
5
の
文
化
の
日
を
中
心
に
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
行
事
も
留
を
重
ね
、
す
っ
か
り

定
着
し
、
年
毎
に
盛
況
の
度
を
加
え
て

い
ま
す
。

前
芸
文
祭
の
参
加
種
目
は
例
年
と
同

じ
で
す
が
、
今
年
の
出
品
総
点
数
は
一

般
加
点
・
小
中
学
生
制
点
・
合
計
問
点

と
昨
年
を
上
廻
り
、
各
部
門
毎
の
鋭
賞

者
も
展
示
部
門
で
側
人
、
発
表
部
門
附

人
・
合
計
閑
人
と
今
ま
で
の
最
高
の
賑

わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

ミ曜静今
年
も
9
月
刊
日
か
ら
叩
月
白
日
ま

で
の
白
日
問
、
第
5
回
大
洗
親
善
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
(
秋
季
)
大
会
(
金
井
勇
閉
力

会
長
)
が
、
き
わ
や
か
な
輯
の
日
を
浴

ぴ
て
、
海
岸
グ
ラ
ン
ド
で
行
な
わ
れ
ま

し
た
。こ

の
大
会
は
町
内
の
同
好
会
・
町
内

会
・
職
場
な
ど
の
お
チ
l
ム
が
参
加
し
、

親
睦
と
体
位
向
上
を
臼
的
に
行
な
わ
れ

て
い
る
も
の
で
、

A
(
日
チ

l
ム
)
B

(
ロ
チ

l
ム
)
の
2
リ

i
グ
に
分
け
総
当

り
で
毎
朝
6
時
か
ら
7
時
ま
で
の
聞
に

行
な
わ
れ
、
連
日
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

試
合
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す

o

O
Aリ
I
グ

優

勝

寿

会

準
優
勝
磯
ぶ
し
卒

3
L
U一
つ
ィ

1
Jハ
!

4
8
2
?
7
h
1
 

4

位

サ

ザ

ナ

ミ

5

位
加
部
東
主

6

位
梶
間
工
務
庖

7

佼
ヤ
マ
ハ
チ

三
勝
建
設

位
滝
口
ク
ラ
ブ

位

通

り

町

位

東

宏

会

位

球

友

会

12 11 10 9 

日
勝
2
敗

6
勝
2
敗
4
分

8
勝

3
販
1
分

8
勝

3
敗
l
分

8
勝

3
敗
l
分

6
勝
5
敗
1
分

5
勝

6
敗
1
分

5
勝

6
敗

1
分

5
凶
問

7
孜

f

;

 

4
勝

6
敗
2
分

3
勝

9
敗

2
勝
目
敗

ま
た
、
大
洗
町
商
工
産
業
祭
は
日
月

1
日
の
か
ま
と
い
と
み
こ
し
パ
レ
ー
ド
々

で
幕
が
関
か
れ
ま
し
た
。

木
遣
り
の
声
も
高
ら
か
に
、
大
洗
町

消
防
国
有
志
の
方
々
に
よ
る
消
防
纏
を

先
頭
に
水
戸
首
会
な
ど
町
外
参
加
の
3

ム
口
の
神
輿
が
続
き
、
し
ん
が
り
を
当
町

自
慢
の
大
洗
荒
磯
会
の
大
神
輿
が
つ
と

め
、
ソ
イ
ヤ
・
ソ
イ
ヤ
の
か
け
声
も
勇

ま
し
く
、
大
洗
海
岸
か
ら
大
賞
・
諏
訪

神
社
ま
で
の
長
い
道
中
を
練
り
歩
き
、

沿
道
を
、
つ
め
た
観
衆
の
大
き
な
拍
手
と

声
援
を
浴
ぴ
ま
し
た
。

3
日
に
は
産
業
祭
呼
び
も
の
の
お
祭

り
広
場
が
役
場
下
広
場
で
開
か
れ
、
農

一
産
物
、
水
産
物
の
卸
売
会
を
中
心
と
し

た
各
謹
催
し
が
大
変
な
人
気
を
呼
び
、

開
人
の
町
内
の
ご
家
族
連
れ
の
皆
さ
ん

で
終
日
娠
わ
い
ま
し
た
。

日
位
東
光
ク
ラ
ブ

O
Bリ
i
グ

優
勝
清
水
工
務
底

9
勝
1
敗
1
分

準
優
勝
訟
の
杢
予

8
勝
3
敗

3

位
ト
エ
ン
テ
ィ

7
勝
3
敗
1
分

4

位
ユ
ニ
オ
ン
ズ

6
勝

5
敗

5

位

新

友

会

5
勝
5
数
1
分

6

伎

白

鷺

4
勝

5
敗
2
分

7

位

新

和

会

4
勝
6
敗
1
分

大
洗
町
役
場

4
勝
6
敗
l
分

9

位
大
貫
工
務
庖

3
勝
5
敗
3
分

日
位
マ
イ
ル
よ
イ
ン

3
勝
6
敗
2
分

日
位
モ
ン
ス
タ
去

2
勝
5
敗
4
分

ロ

位

共

栄

会

3
勝
8
欺

海
岸
グ
ラ
ン
ド
の
整
備
に
、
大
貫
工

務
府
(
大
賞
明
男
さ
ん
)
松
屋
工
務
庖

(
照
沼
則
幸
さ
ん
)
な
ど
の
善
意
の
泰

仕
が
あ
り
ま
し
た
。

-
勝
9
敗
2
分

人
権
週
間
に
よ
せ
て

ロ
月
4
臼
か
ら

ω日
ま
で
は
人
権
な
い
と
い
う
、
自
己
中
心
的
な
考
、
ぇ

遊

間

で

す

。

や

行

動

に

よ

り

人

権

が

侵

害

さ

れ

て

こ
れ
は
、
昭
和
幻
年
ロ
月
刊
日
国
い
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

際
連
合
総
合
で
「
世
界
的
人
権
」
は
、
人
権
は
自
己
と
伺
様
他
人
に
も
等

憲
法
に
よ
っ
て
保
障
ぎ
れ
て
い
ま
す
し
く
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
お
互
い

が
、
人
権
週
間
は
、
こ
の
基
本
的
人
に
相
手
の
立
場
を
考
え
て
、
愛
か
な

権
を
よ
り
一
層
大
切
に
す
る
よ
う
改
人
間
関
係
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

め
て
考
え
て
み
る
た
め
の
期
間
で
す
。

私
た
ち
の
社
会
に
は
自
己
の
権
利

の
み
を
主
張
し
て
他
人
を
か
、
え
り
み

盟
細
部
だ
よ
H
リ

菌
畏
鐘
藤
保
険
か
ら

他
の
社
会
保
険
の
切
替
を

社
会
保
険
及
び
各
種
共
済
組
合
の
被

扶
養
者
認
定
の
基
準
と
な
る
収
入
金
額

が
、
同
年
4
月
改
正
、

5
月
か
ら
別
表

の
よ
、
つ
に
引
引
き
上
げ
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
社
会
保
倹
等
の
被
扶
養
者
か
ら

除
外
さ
れ
て
い
る
方
で
、
手
続
き
を
す

れ
ば
社
会
保
険
等
に
加
入
で
き
る
場
合

は
至
急
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。
被
扶

養
者
に
な
る
と
、
そ
の
月
か
ら
国
保
税

税
だ
よ
り

滅
失
家
農
の

悶
抽
出
に
つ
い
て

回
定
資
産
税
の
賦
課
期
日
は
地
方
税

法
第
三
百
五
十
九
条
に
よ
り
そ
の
年
の

属
す
る
1
月
l
Bと
規
定
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
随
い

ま
し
て
昭
和
田
年
中
に
取
}
」
わ
し
た
家

屋
が
あ
る
場
合
(
ゑ
記
、
来
月
比
記
を
問
わ

ず
)
は
、
ロ
月
末
日
ま
で
に
税
務
課
資
産

税
係
ま
で
必

32?届
出
を
し
て
下
さ
い
。

こ
の
局
出
を
怠
り
ま
す
と
実
際
に
家

屋
が
な
く
な
っ
て
も
訂
年
度
は
課
税
の

対
象
と
な
り
余
分
な
税
金
を
納
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

届
出
用
紙
は
税
務
課
に
揃
え
て
あ
り

ま
す
か
ら
認
印
の
み
持
参
し
て
い
た
だ

け
ば
手
続
き
が
出
来
ま
す
。

お
金
引
一
引
の
擦
は

「
公
給
領
収
証
」
で

旅
館
や
飲
食
庖
主
的
る
い
は
料
理
屈
や
、

水

戸

地

方

法

務

局

茨
城
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

は
減
額
に
な
り
ま
す
。
ま
た
社
会
保
険

等
に
家
族
の
者
が
加
入
さ
れ
て
も
保
険

料
は
鳩
額
に
な
り
ま
せ
ん
。
社
会
保
険

の
被
扶
養
者
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
ら
、

国
民
健
康
保
険
証
、
社
会
保
検
証
、
七

十
歳
以
上
の
老
人
の
場
合
は
、
老
人
医

療
受
給
者
証
、
印
か
ん
持
参
の
上
至
急

住
民
課
窓
口
へ
お
届
け
下
さ
い
。

万 金 の

Z円本E七額が 年収問 扶者被養
e9: 
正

ljilij前 O 入
目自

一十 害買
二五但が被

万。向続禾 歳以上のはA老者降寄六し及ぴ:八O向万念旦E扶養者Hの金入別 改j後E 

パ
ー
な
ど
を
利
用
し
た
と
き
に
、
そ
の

利
用
料
金
に
応
じ
て
「
料
理
欽
食
等
消

費
税
」
を
、
お
屈
を
通
じ
て
利
用
者
の

皆
様
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
は
、
す
で
に
ご
承
知
の
こ
と
と
存
じ

ま
す
。
お
会
計
の
際
は
、
私
製
領
収
証

で
な
く
、
開
閉
が
発
行
し
て
い
る
公
給
領

収
証
を
必
ず
お
受
け
と
り
に
な
っ
て
下

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

茨
城
県
水
戸
県
税
事
務
所

器

削

8
1
1
1
内
線
5
5
2
4

一
、
電
子
コ
ピ

i

1 
.L. 
仁ヨ

大
洗
町
磯
浜
町

岩
城
印
刷

岩
城
太
一
殿

代
表

大
賞
小
学
校
へ
教
育
活

動
用
と
し
て
寄
附
さ
れ
ま

し
た
。

遊びの一本F破滅の一歩F
恐ろしい覧せい南J!.'

〈水戸警察署〉

21-7979 
(なくなくすり)

覚せい剤110番をと、利用ください

覚せい剤による家庭破壊の問題や、乱用者、中

毒者の社会復帰のために、気軽に相談できる、党

せい剤の相談電話“党せい剤110番"が、県警本部

に設けられました。

どうぞ、気軽にご利用ください。

電話番号 0292 (21) 7979 泣くなくすり

党せし品部相談電話(覚せい剤110番)

設置場所 茨城県警察本部防犯吉s保安課

※執務時間外は?県警察本部総合当直室に切替え

ます。

一一水道のさ喜じ短く一一

金
持

⑧紡寒のしかた

⑧保温材を巻きます。じゃ口

が絞れっしやすいので、上

まで完全に包んでください。

@手ili:かなものとして毛布、

布などがあります。その上

からヒ、ニールなどを巻いて

保温材がぬれないようにし

ましょう。

⑧メーターボックスの中に使

い古しの毛布や布切れなど

を入れ、メーターボックス

のよにダンボールなどをの

せて保温してください。

⑧夜の冷えこみにこ注意

気i~が7イナス 4
0

C以下になりますと、防寒の不完全な水道

は凍ったり、水道管が破れつしたりします。とくに多いのは

つぎのようなところです。早めに冬じたくをしましょう。

⑬水道管がむき出しになっているところ

⑫水道管が北向きにあるところ

@風あたりの強いところにある水道管

@水道管が破れつしたときは ζ戸〉 ー

止水せんをしめて水を止めて _!J記亡Jγ~銘

ください。そして、破れっし ( r旬、 rlJ U // ) 
た部分に布かテープをしっか ルグ1
りと巻きつけて応急手当をし、 Lググ

水道課か水道指定工事底に{妻 ' 

理をお申込みください。

蓄量水道が凍って出ないときは

タオルをかぶせ、その上から

ゆっくりとぬるまI易をかけて

とかします。熱湯はかけない

でください。
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国I
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
も
た
け
な
わ
、
去
る

叩
月
間
呂
、
お
白
、
日
月
1
日
の
3
回

の
日
曜
日
を
利
用
し
て
、
「
第
3
回
大

洗
町
お
父
さ
ん
ソ
フ
ト
ボ
!
ル
大
会
」

が
海
岸
グ
ラ
ン
ド
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
大
洗
町
ソ
フ
ト
連
盟
(
関

根
繁
会
長
)
が
主
催
し
て
行
な
っ
た
も

の
で
、
各
町
内
か
ら
羽
チ
l
ム
が
参
加
、

絶
好
の
秋
晴
れ
の
も
と
に
各
選
手
た
ち

は
町
内
の
名
誉
を
か
け
て
ハ
ッ
ス
ル
、

珍
プ
レ

l
好
プ
レ
ー
を
展
開
し
、
ゲ
!

み
ん
な
楽
し
く

y

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
で
生
が
い
づ
く
れ
ソ
を

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
の
推
進
を
図

ろ
う
と
、
去
る
日
月
日
日
祝
町
地
区
の

高
齢
者
を
対
象
に
、
祝
町
小
学
校
々
庭

で
「
高
齢
者
健
康
教
室
」
(
ゲ

l
ト
ボ

ー
ル
)
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
臼
頃
屋
内
に
と
じ
こ
も
り

が
ち
な
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
容
易
で
楽

し
く
、
し
か
も
健
康
と
親
睦
を
図
る
こ

と
の
出
来
る
ゲ
!
ム
で
す
。

モ
デ
ル
地
区
と
し
て
、
祝
町
祝
寿
会

(
内
山
光
正
会
長
)
会
員
の
皆
様
方
を

対
象
に
、
町
体
育
指
導
委
員
が
加
わ
り
、

日
本
ゲ

l
ト
ボ

i
ル
協
会
の
小
島
閲
政

先
生
を
講
師
に
招
き
行
な
わ
れ
、
会
員

の
皆
さ
ん
は
用
具
の
説
明
か
ら
ル

l
ル

ま
で
終
始
熱
心
に
講
習
を
受
け
て
い
ま

し
た
。祝

寿
会
の
皆
さ
ん
方
を
軸
と
し
て
、

各
地
区
に
広
ま
り
、
ゲ
ー
ト
ボ

i
ル
で

楽
し
い
生
が
い
づ
く
り
が
出
来
る
よ
う

に
し
た
い
も
の
で
す
。

ゲ
ー
ト
ボ
i
ル
と
は

1
チ
l
ム
の
競
技
者
5
名
で
2

チ
l
ム
に
よ
り
ゲ
!
ム
を
行
な
、
7
0

ゲ
l
ム
は
、
ス
テ
ッ
ク
に
よ
り

ボ
ー
ル
を
打
ち
3
つ
の
ゲ

l
ト
を

く
ぐ
ら
せ
最
後
に
ポ

i
ル
へ
当
て

て
、
得
点
の
多
い
チ

i
ム
が
臨
時
ち

と
い
う
競
技
で
す
。

ム
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

試
合
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優

勝

蔵

前

A
チ
ー
ム

準

優

勝

祝

町

A
チ
l
ム

三

位

角

一

チ

l
ム

四

位

明

神

町

D
チ
i
ム

ヘ
3
位
決
定
戦
角
一
対
明
神
町
D
J

/

7

対

2
で
角
こ

22 

ー
第
器
開
問
暫
畏
野
球
大
会
i
!

第
お
回
大
洗
町
民
野
球
大
会
は
、
去

る
9
月
幻
自
か
ら
日
月
お
日
ま
で
の
各

日
曜
日
を
利
用
し
て
、
総
勢
認
チ
!
ム

が
参
加
し
て
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

最
終
日
の
刊
月
お
日
は
、
準
決
勝
と

決
勝
戦
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
若
浪
チ

i
ム
が
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

試
合
の
結
果
は
次
表
の
と
お
り
で
す
。

審
判
、
係
員
の
み
な
さ
ん
ご
苦
労
さ
ま

で
し
た
。

入
賞
及
び
個
人
賞

優

勝

若

浪

準

優

勝

原

研

大

洗

三

位

ス

ト

ロ

ン

グ

ナ

イ

ン

同

新

産

自

工

ニ
ッ
サ
ン
グ
リ
ー
ン
カ
ッ
プ
剖
全
隠

草
野
球
決
勝
大
会
が
、
去
る
日
月
日
日

リ
昨
日
の
両
日
、
横
浜
市
の
横
浜
ス
タ
ジ

ア
ム
に
全
国
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
9
チ

i
ム
を
集
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

北
関
東
代
表
の
新
屋
自
工
チ
!
ム

(
鬼
沢
満
男
監
督
)
は
、
ー
回
戦
第
5

試
合
で
、
近
畿
代
表
の
松
岡
モ
ー
タ
ー

ス
(
滋
賀
県
)
と
対
戦
し
抽
選
勝
ち
し

ま
し
た
。

試
合
は
、
新
屋
自
工
チ

l
ム
の
先
攻

で
初
ま
り

(
7
回
戦
)
詞
チ

i
ム
と
も

互
に
談
ら
ず
9
凶
迄
の
延
長
の
末
結
着

が
つ
か
ず
O
対
0
で
引
き
分
け
ま
し
た

が
、
大
会
規
定
に
よ
り
抽
選
を
行
っ
た

結
果
、
新
屋
自
工
チ
ー
ム
が
抽
選
勝
ち

を
収
め
初
戦
を
飾
っ
た
も
の
で
す
。

準
決
勝
で
は
、
東
北
代
表
の
白
石
ス

タ
!
ズ
(
宮
城
県
)
と
対
戦
し
ま
し
た

が
、
善
戦
む
な
し
く
、

1
対
3
で
惜
し

く
も
敗
れ
、
第
3
位
と
な
り
ま
し
た
。

最
高
殊
勲
選
手
賞
米
川
針
生
(
若
浪
)

敢

闘

賞

佐

藤

定

行

(

原

研

)

打

撃

賞

飯

塚

努

(

若

浪

)

第23関秋準時畏野球大金
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パ

ン

デ

ソ

ツ

J
P

ノ

‘

，

布

川

づ

い

γ

タ
イ
ア
モ
ン
ズ

レ
ッ
ド
ソ
ソ
ク
ス

若

湖
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

コ

メ

ッ

ツ

新

屋

自

エ

イ

!

グ

ル

ス

達

郎

第

2

分

団

常

揚

産

業

消

妨

本

部

動

燃

大

洗

若

浪
田

山

自

工

ニュ

i
ス
タ
j
ズ

新

友

会

第

7

分

間

山

オ
j
ル
グ
リ
ン

ヤ

ン

キ

!

ズ

キ

ク

ナ

ス

ト

リ

ヤ

i
ズ

ス
ト
ロ
ン
グ
ナ
イ
ン
ズ

荒

湖
東

和

ク

ラ

ブ

梶

間

エ

務

底

ブ
ラ
ッ
ク
ホ
l
カ
ス

ナ

ビ

!

ズ

フ
ァ
イ
ア
!
ズ

原

研

大

海

岸

病

院洗

。
保全
険工
科;:ミ
は M

O=;C納

付
M 国
ら
干す和民

医年
i寄金

の

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
社
会
保
険

料
控
除
と
じ
て
、
所
得
か
ら
差
し
引
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

あ
な
た
が
納
め
た
保
険
料
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
配
偶
者
や
家
族
の
分
の
保

険
料
を
あ
な
た
が
支
払
っ
た
場
合
に
も
、

そ
の
年
に
支
払
っ
た
保
険
料
が
所
得
か

ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

所
得
税
の
確
定
申
告
の
際
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
町
院
市
民
税
の
申
告
を
す
る

時
に
も
、
あ
な
た
が
昭
和
五
十
六
年
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
に
支
払
っ
た
国
民

年
金
の
保
険
料
が
、
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

申
告
を
す
る
時
に
は
、
領
収
書
等
を
提
示
し
て
所
得
か
ら
控
徐
し
て
も
ら
い

ま
し
ょ
う
。。

国
民
年
金
の
保
険
料
は

も
う
納
め
ま
し
た
か

国
民
年
金
の
第
三
期
分
(
十
、
十
一
、
十
二
月
分
)
の
保
険
料
の
納
期
限
は
、

十
一
月
三
十
日
で
す
。
ま
だ
納
め
ら
れ
て
い
な
い
方
は
、
日
T

く
納
め
ま
し
ょ
う
。

保
険
料
を
納
め
な
い
ま
ま
で
い
て
、
あ
と
で
一
度
に
納
め
よ
う
と
す
る
時
に
、

保
険
料
の
金
額
が
か
さ
ん
で
し
ま
い
、
納
め
る
の
が
困
難
に
な
り
、
掴
民
年
金

か
ら
遠
ざ
か
り
が
ち
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
う
と
、
将
来
、
送
齢
年
金
、
密
書
年
金
や
母
子
年
金
も
受
け
ら
れ
な
い
と
い

う
こ
と
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
保
険
料
は

き
ち
ん
と
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

。
老
齢
@
通
算
老
齢
年
金
受
給
者
の

現
況
開
腕
は
容
れ
ず
に
グ

(
誕
生
月
の
末
日
ま
で
に
)

国
民
年
金
の
老
齢
年
金
、
通
算
老
齢

年
金
を
受
け
て
い
る
方
は
、
毎
年
誕
生

¥
J
j
議
襲
撃
量
調

月

の

末

日

ま

で

に

「

由

民

年

金

受

給

権

へ

な

イ

到

出

J
v
R
芳
一
w
一
士
一
一
一
工

者
現
況
届
」
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
へ
境
内
P
N喝

t
q

と

に

な

っ

て

い

ま

す

。

イ

制

m
↓
ス
片
表
」
f
j

現
況
屈
は
国
民
年
金
の
老
齢
年
金
を

f
〉

仁

メ

一

%γ

受
け
て
い
る
方
が
、
住
所
、
生
存
の
縫

認
の
た
め
に
、
引
き
続
き
年
金
が
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
調
べ
る
た
め
の
大

切
な
手
続
き
な
の
で
す
。

例
え
ば
、
十
二
月
生
ま
れ
の
方
は
、
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
捻
出
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
現
況
屈
を
提
出
し
ま
せ
ん
と
、
年
金
の
支
払
い
が
一
時
差
し
止
め
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

現
況
届
の
用
紙
は
、
提
出
時
期
の
お
よ
そ
一
ヶ
月
前
に
社
会
保
険
庁
か
ら
直

接
、
本
人
あ
て
送
ら
れ
て
き
ま
す
の
で
必
要
な
事
項
を
書
い
て
、
役
場
住
民
課

窓
口
で
証
明
を
受
け
て
社
会
保
険
庁
へ
必
ず
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

も
し
、
現
況
届
の
用
紙
を
な
く
し
た
り
、
米
世
一
唱
の
と
き
は
、
役
場
年
金
係

〔
電
話
(
七
)
五
一
一
一
内
線
五
三
〕
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。



(4) 

労
働
省
で
は
、
労
災
保
険
制
度
に
つ

い
て
給
付
水
準
の
向
上
、
適
用
の
拡
大

な
ど
そ
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
に
伴
な
い
、
労
災
保
険
業

務
は
近
年
旦
一
義
的
に
拡
大
、
ま
た
質
的
に

も
多
様
化
し
て
お
り
、
現
行
の
事
務
処

理
対
制
で
は
、
そ
の
対
応
が
間
難
に
な

っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
各
種
労
災
保
険
、
給
付
事

務
を
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
適
正
迅

速
に
処
理
し
、
行
政
サ

i
ビ
ス
の
向
上

を
図
る
た
め
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
新
し

い
休
業
補
償
給
付
支
払
シ
ス
テ
ム
を
昭

第120号

通
信
講
塵
で
、
あ
な
た
も

技
能
士
の
資
格
を
グ

職
業
訓
練
大
学
校
で
は
、
技
能
労
働
者
が
、
通
信
教
育
に
よ
っ
て
、
専
門
的

知
識
を
修
得
で
き
る
講
康
を
開
い
て
い
ま
す
。

そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

あ

特 級

5JIJ 

京証

ハ、

0
0
0円 級

機
械
、
佼
上
げ
、
機
械
製
図
、

回
転
…
道
機
叩
組
立
て
、
板
金
、

配
管
、
建
築
、
塗
装
、
広
告

美
術
、
家
具
木
工
、
洋
服
、

ブ
ロ
ッ
ク
建
築
、
タ
イ
ル
張

リ
、
と
ぴ
、
左
宮
、
建
呉
、

持
計
修
湿
な
ど

1融

種

O

仕
上
げ
科
(
治
工
具
及
び
機
械
級
友

仕
上
げ
法
の
う
ち
一
科
目
選
択
)

0

配
管
科
(
建
築
配
管
、
施
工
法
の

み
)

A-x.. 

ま轟

料

入
、

0
0
0円

二
十
九
件

受

講

資

格

右
記
、
各
級
各
科
の
技
能
検
定
受
験
有
資
格
者
、
ま
た
は
一
年
後
に
そ

の
資
格
が
得
ら
れ
る
方

弘、

訓

練

期

間

標
準
一
ヵ
年

申
込
み
受
付

随

時

典
一
各
級
の
技
能
検
定
学
科
試
験
免
徐
(
民
家
検
定

ら書留事事

な
お
、
詳
し
く
は
、
友
記
へ
ど
う
ぞ

茨
城
総
合
高
等
職
業
訓
練
校

水
戸
市
水
昨
川
町
八
六
四
の
四

宮

O
一
一
九
二
例
ム
ハ
ム
ハ

O
ムハ

労

災

保

輪

休
業
補
償
給
付
請
求
書
の
様
式
が
変
わ
り
ま
す

昭和56年121=11 B 

H
昭
和
訂
年
i
月
か
ら

H

和
町
年
7
月
か
ら
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

こ
の
新
し
い
シ
ス
テ
ム
の
笑
施
に
伴

ぃ
、
休
業
補
償
給
付
請
求
書
の
様
式
が

大
幅
に
変
り
ま
す
が
、
新
シ
ス
テ
ム
へ

の
円
滑
な
移
行
を
は
か
る
た
め
そ
の
実

施
に
先
立
ち
、
昭
和
町
年
1
月
か
ら
休

業
補
償
給
付
請
求
書
は
新
し
い
様
式
で

提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す。
な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
労
働
基
準
監

督
饗
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

水
戸
労
働
基
準
監
督
署

“技術講習開催のお知もせ円

就業を希望する、主婦、寡婦等に対し、技術を付与

することにより能力を再開発し、就業条件の向上を関

るため、下記により議留を開催いたします。

講習名 講習 日 時間 {疋只口 講習内容

昭和56年 12月

織の糸と
7日カミら 25日 午前lOs寺

真綿より糸を

り教室
まで、位し土、 20名

より出す。
臼H翠日をR余〈、 午 後 4時

16日間

コ」量一ロ

一切 無料 です から うべ 較に申 込み 下さ い。

弁 当 、筆 記 用具 を ご 持 参下 さい 。

茨城県婦 人就業 援助センタ 内

茨城県婦人就業援助センター

水 戸市千 波町久 保588

電話水戸局 41-2989・43-1547

(1)受 講料

(2)携行品

(3)教室

(4)申込先

ご連絡
します

「 働 き な が ら 学 べ る 茨 城 大 学 工 業 短 期 大 学 部J学生募集にていて

茨城大学工業短期大学部では、次の要領で昭和57年 度 推 薦 入 学 に よ

る学生を募集します。

ム募集人員

機械工学科・電気工学科・電子工学科・工業化学 科 め 各 科 で

ま王子名

ム出願資格

高 等 学 校 を 卒 業した者又は昭和57年 3月 卒 業 見 込みの者で夜学中

の 学 習 成 綴 が 評定平均値の平均 3.3以上に属する者のうち、高等

学校長より推薦された者。

ム選抜方法

学カ検査を免除し、審類選考と面接で行ないます。

ム 原 審 受 付

昭和57年 1月22B働から 1}'J30目的まで

※願書受付の末日の消印有効

ム 箇 接 日

昭和57年 2月 7臼(B)

〒316茨城県 8立市中成沢田T4丁目 12委 1号

茨 城 大 学 工 業 短 期 大 学 部 入試係

電話尽立 0294(37) 0 2 6 6 

発売中

県内の山菜・あゆなど45種 の 農 水 産物 を 、各 界 の

好 事家が、思 い出と ともに紹介 するカラー版髄 筆集

内容

@季節の産物を、春夏秋冬にわけてエピソードを綴る。

@各ページとも右ページに随筆、友ページにグラビア。

全110ペー ジ

⑧中)11紀子・中川料理学園長の料理メモ が22品 について

います。

@ふるさとの味分布図、茨城の

主な産物付。

@内容は県広報紙「県民と共に」

に昭和47年 から51年にかけて

掲載されたものです。

編集発行 茨城県広報研究会

電話 0292-24-9416 

定価 上500円(送料当会負組)

注文は電話でどうぞ。

年
末
の
郵
便
利
用
に
つ
い
て

年
末
は
、
非
常
に
多
く
の
郵
便
物
が

差
し
出
さ
れ
る
持
期
で
す
。

郵
便
局
で
は
、
こ
れ
ら
大
量
の
郵
便

物
を
ス
ム
ー
ズ
に
処
理
す
る
た
め
、
い

ろ
い
ろ
と
準
備
を
整
、
え
て
お
り
ま
す

が
、
次
の
点
に
つ
い
て
皆
さ
ん
の
御
協

カ
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

@
十
二
月
十
五
日
か
ら

年
賀
状
の
受
付
が
始
ま
り
ま
す
。

“13¥るさとの味"

@
十
二
月
一
一
十
日
ま
で
に

年
賀
状
を
お
出
し
に
な
る
よ
、
7
御

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

年
末
押
し
迫
っ
て
か
ら
お
出
し
に
な

り
ま
す
と
元
日
一
の
配
達
に
間
に
合
わ
な

く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
お
早

め
に
準
備
し
て
お
出
し
に
な
っ
て
下

支
」
い
。

〈
大
洗
郵
便
局
〉

ご
存
知
で
す
か

ダ
イ
ヤ
ル
通
話
料
の
し
く
み

O
ダ
イ
ヤ
ル
通
話
料
の
基
本
山
県
伎
は
用
度
数
を
出
し
、
こ
の
度
数
に
一

O
丹

「

度

数

」

を

か

け

た

も

の

が

ダ

イ

ヤ

ル

通

話

料

に

あ
な
た
が
電
話
を
お
か
け
に
な
る
た
な
り
ま
す
。

ぴ
に
、
電
話
局
に
あ
る
あ
な
た
の
料
金

O
ご
誇
求
は
一
ヵ
月
前
に
か
け
た
も
の

メ
ー
タ
ー
は
、
通
話
先
と
の
距
離
に
応
ダ
イ
ヤ
ル
通
話
料
は
、
ご
利
用
の
仕

じ
て
定
め
ら
れ
た
秒
数
ご
と
に
、
一
度
方
で
料
金
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、
ど
う

数
ず
つ
回
り
ま
す
。
こ
の
度
数
は
電
話
し
て
も
後
か
ら
計
算
す
る
こ
と
に
な
り
、

を
か
け
た
回
数
と
、
必
ず
し
も
同
じ
に
左
表
の
よ
う
に
一
ヵ
月
遅
れ
て
議
求
さ

は

な

り

ま

せ

ん

。

せ

て

い

た

だ

く

こ

と

に

な

り

ま

す

。

例
え
ば
、
同
じ
三
分
で
も
、
市
内
(
例
)
十
一
月
分
請
求
書
の
場
合

(
大
洗
、
那
珂
湊
、
常
澄
、
水
一
戸
、
勝
汀
川
汁
バ
叶

I
l
l
l叶
「
J

一
U
F
一
ダ
イ
ヤ
ル
通
話
料
一

号
)
な
ら
一
度
数
(
一

O
円

)

で

す

丁

|

十

ι咋ト
し
い
け
い

hwI

が
、
大
洗
|
名
古
屋
は
四
五
度
数
(
四
百
日

h
ド
ト
ピ

五
O
円

)

に

な

り

ま

す

。

十

一

月

十

七

日

が

請

求

書

の

発

行

予

定

O

「
度
数
」
×
一

O
円
が
ダ
イ
ヤ
ル
通
日
で
、
十
一
月
一
二

O
日
が
お
支
払
期
限

話

料

で

す

。

電
話
局
で
は
、
毎
月
き
め
ら
れ
た
日
年
賀
状
に
電
話
番
号
を
書
き
ま
し
ょ
う

に
、
あ
な
た
の
料
金
メ
ー
カ
ー
の
写
真
市
外
番
号
も
お
忘
れ
な
く
/

を

と

り

ま

す

。

こ

の

写

真

を

も

と

に

使

大

洗

電

報

電

話

局

@お問い合わせは

この制度のくわしいことは、最寄りの中小企業関係間体(商工会連合会・商工会 商

工会議所・中ノト企業団体中央会など)のほか都道府県の鵡エ担当課、通商産業局の中小

企業課または中小企業事業団へお問い合わせください。
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カカ {亘
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簡
工
だ
よ
り

取引先倒産の場合の資金手当をいたします

く中小企業倒産防止共済崩壊〉

0

機
械
加
工
科
(
旋
盤
及
び
フ
ラ
イ
ス

盤
加
工
法
の
う
ち
一
科

g
選
択
)

O

板
金
科
(
建
築
及
ぴ
工
場
板
金
加
工

法
の
っ
ち
一
科
目
選
択
)

〈中小企業倒産防止共済制度〉は、中小企業の連鎖倒産を未然に|坊ぐため、中小企業者

の方々があらかじめ掛金を積み立てて、相互に救済(共済金の貸付け)する悶がつくった

制度です。

IJ日入後、 6か月以上経過して、万一取引先が倒産し、売掛金債権等の回収が閑難となっ

た場合i二最高 2，100万円までの共済金の貸付けが受けられます。

すでに多数の方が貸付けを受けて危機を乗り切り、劫かったと喜んでおられます。ぜひ

この制度へのご加入をおすすめします。

1 .掛金総額の1ui告の範囲内で貸付け(最高 2，100万円)

2 無担保、無保証人、無利チ。

3 掛金は、税法上必要経費または損金算入。

制度の特色


